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ものき

兄

きょうひ､ の食品には
さま準な悪いものも含ま! にて る

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ヘ

許と 戸

ＣＳＬうざ

123

け．'､'‘

唖

ろ

Ｆ
』
Ⅱ
半

LＳ

人間に害になきもの"‘,，
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霞

新年会の様子

RSLji瀞;識鵬
事務局／神戸市中央区束町1 1 3 - 1 大神ビル9 Ｆ
月刊神戸っ子内ＴＥＬ､ 0 7 8 - 3 3 1 - 2 2 4 6

織 繍

し

句

目指して……。さらなる飛躍を、
神戸ファッションの" これまで" と“こ
れから”によって構成されています。
お問合せは、事務局の月刊神戸っ子
（ＴＥＬ3 3 1 - 2 2 4 6 ）まで。

識 124
卜

｢ S w i n g 」好評発売中く私たち新入会員です＞
昨年の1 1 月2 5 日( 土) 、盛大に1 5 周年
記念イベント｢ 神戸なに色どんな街？」
を開催。神戸ファッションのひとつの
方向性を見いだしたＫ, Ｆ, Ｓ，
会員数も増え、より一層の飛躍が期

待できる。

磯

います。特にこういうファッション関
係ですと、女性ばかりになってしまう
のですが、こちらは男性も含めてのユ
ニークな会。いろんな方と交流して、
見聞を広めながらパールに結びつくと
ころは勉強して頑張っていきたいと思
ってます。

久しぶりに、マンス
リーサロンが開催され
ます。講師は、生田神
社の加藤宮司です。
テーマは「即位式と

大嘗祭について｣ 。お
楽しみに. ノ

蕊

コウベもファッション･ ソ可伏工ティ

;:蕊懲…：植田花子さん

零

森真珠に勤めて
おります。
さすが、ファッ

ション都市･ 神戸。
こんなにファッシ

ョンに関する様々
な職業の方が集ま
る会があるなん
て、すごいナと思

序
㎡
宰
卜
奄
奄
？
謬
母

瀞
錘
鍵
溌
蕊
騨
濡

宇
即
駐
貼
冊

￥２００

１５周年を記念して制作した｢ S w i n g 」
の第６号。表紙は植松窒二さんのモニ
ュメントです。
今回は、全国２万人を対象に「神戸
なに色、どんな街」というアンケート
調査を展開しました。この調査結果を
ヒントに、神戸のイメージ、今後の役
割を問う座談会を行ないました。この
他に、福祉のファッションとＫ､ F ､ S・新
旧会長による２つの記念座談会を中心
に、地場産業であるアパレルの歩みや
毎月、講師を迎えてのマンスリー。サ
ロンの講演のまとめ、会員紹介など、

加藤隆久氏

とき２月1 6 日（金）午後６時半
ところ生田神社会館布引の間
講師加藤隆久氏（生田神社宮司）
会費￥3 , 0 0 0 （弁当付）
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各国の洋酒・日本酒
世界のワインをおとどけします

慰蕊；

繁聯蕪
年中無休範０７８（3 2 1 ）２４８８

》

125

満ち足りた時間一
酒を風雅の友とす

●

昔話を肴に神戸の夜を味わう

J壷へL I Q U O R＆F O O D S
鷺ｉｉ等セラーハウス

三ノ宮店中央区中山手通３－７－２９
露3 3 1 - 1 7 9 1 , 3 9 1 - 3 0 2 3

北鈴蘭台北区惣山町１－１０－１５
宙５９３－う1 1 0 , 5 9 3 - 4 6 0 7

六甲アイランド東灘区向洋町５－１
画8 5 7 - 2 1 1 1 , 8 5 7 - 2 1 1 2

人生を慈しむ心で酒とつきあう

総力菱鴛蝋朱式会社
く本社＞神戸市中央区港島中町４－１－１
（ポートアイランドピル1 0 Ｆ1 0 0 1 号室）
宮（0 7 8）3 0 3 - 0 6 0 0～３（代表）
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味
わ
い
た
い
時
に
…

ち
ょ
っ
と
一
流
割
烹
を

一流料亭の味を大衆的なお値段で。当店
自慢の花時計セットは、鳥そぼろ、もも肉
等入って女性にも大人気。８０％が常連客と
いうのも本物の味と酒があるからこそ。

生

零
,ﾂ醤司

新鮮な活魚料理を丹波の銘酒小鼓と味わ
う。これぞまさに味わいの醍醐味。ダイナ
ミックな‘‘くえ，’の鍋料理は当店自慢の
一品です。４～５人で楽しくどうぞ。

ｳ､C， 零
～

茸33 2 - 6 0 2 9
水晒休

if鍵蕊iii
ちよっ

人気の豆
ズ製６尺
酒と一緒

い時に。
ん種をス
れた日本

露まめ麺、

お
い
し
い
味
と

そ
し
て
会
話
の

お
酒
、

あ
る
店

三宮センターブラザビルＢ１茸3 3 1 - 7 8 1 5
( 営) ＡＭ１１～ＰＭ１ＰＭ４～ＰＭ１０日畷休

耐、牙える疏１，雲霧麓! i蟻
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句

１２'１

こ
こ
の

一
本
筋蕊蕊

も
の

す
。

ネ
が
味
わ
え
る
究
極

生
か
し
た
味
つ
け

、
カ
ツ
等
、
ど
ん
な

ん
に
仕
立
て
あ
げ
ま

瀞
中央区ｊﾋ 畏狭通１－２１－２サンメイビルＢ１
宮3 9 2 - 7 3 2 1 （営) ＰＭ５～ＰＭＩ１日晒休

一品 の献立、定食と豊富なメ
商が味わえます。店員さ
なので、店内に入った途
がなどみます。

酒房捧

優
し
い
雰
囲
気

味
で
灘
の
９
銘
と
季
節
の

酒
を
／
，

さんプラザ店河3 9 1 - 1 5 4 1
( 営) ＡＭ１０８３０～ＰＭ９：３０第３月休
姉妹店／さんちか店・須磨パティオ店・灘寿し

鶏;蕊I識灘爾－Ｗ明Ｏ神戸
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旬
を
感
じ
る
創
作
日
本
料

理
で
気
楽
に
地
酒
の
吟
醸

を
。

鱗鍵繍蕊 蕊 l 9 9 0 神戸酒の畷える硫処｡

中央区北長狭適１－５－１大山ピル６Ｆ
雷3 2 2 - 1 9 7 4 嚇需麺誌蹴駕鼻《洲7 :‘,｜窯灘議醗暫季鎌瀦．

§騨

瀦

,鱒

癖
》
蔓
目
膿
欝
薩
５
．
野
一
一

掌
酒
倶
楽
部

喜
兵
衝

蕊

四
季
折
々
の
風
味
を
食

し
、
美
酒
の
歓
び
に
堪
能

す
る
。

１
１２８
１

お
ふ
く
ろ
の
味
Ⅲ
種
類

井
上
画
伯
の
絵
で
乾
杯
ノ

お低地

酒処「蔵樹」のカウンターにはいつも真理子
さんの作る‘･ おふくろの味' ，毎夜1 0 種類は揃
えてあり、壁には井上尤井画伯の絵が並ぶ。酒
は剣菱か白鶴を薄手のいい盃でグピッノ

隷測’鱗

蕊簿
灘
の
銘
酒
、
瀧
鯉
と
、
旬
の
盛
ら
れ
た
料

理
の
数
々
…
。
季
節
の
小
針
料
理
、
お
刺
身

天
ぷ
ら
、
懐
石
、
そ
し
て
コ
ー
ス
料
理
と
、

多
彩
な
メ
ニ
ュ
ー
を
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の

中
で
お
楽
し
み
下
さ
い
。

鐘

白木のカウンターと小部屋が一室目の前
で、いい素材を手際よく料理する徳永宗春
さん。6 , 0 0 0 円､ 8 , 0 0 0 円、１万円のおまかせ
料理や一品を八海山､ 大手門､ 男山等吟醗で。
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御利用下さいませ。

エリザベス

H蕊

レ
ン
タ
ル
露
ブ
テ
ィ
ッ
ク

フ
ォ
ー
マ
ル
＆
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

三宮店ﾉ 三宮神社北東
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 3 2 5 8

岡本店/ J R 摂津本山北西すぐ､ 山手環線沿
TE L O 7 8 - 4 1 3 - 0 4 4 8

ｆ華も耗諦密、

結婚式｡成人式･謝恩会｡バー ﾃｨｰに

129

美容室

､

三宮神社北東T E L O 7 8 - 3 3 1 - 8 8 9 4 ㈹

フォーマルウエア＆ウェラ弓f ﾝ グ

一
癖
州
製
一
ご
＃

ヘーユ

□－ブニシジマ芦
芦屋市大原町7-8 ﾀ ｳ ﾝ ｸ ﾚ ｽ ﾄ大原1Ｆ公079 7 - 3

蕊:議蕊蕊

灘識織

と鍵業iii嘉烹
■大阪支社/05 - 8 5 3薄1 3 3 2毎つかしん/0 6 - 4 2 0 . 3 7 5 4■ローブ･ニシジマノ07 8 3 3 2 - 2 4 4 0
,山手厩/O78-ZZ1-2440･宝塚/0797-72-0810ﾛﾘﾌ;ｹｰﾑ･ﾌﾙﾌﾙﾉ078-221-jｌ１０
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朗
年
阻
月
１
日
オ
ー
プ
ン

会議ｾ ﾐ ﾅ ｰから御家族づれまで
積島グランドホテル

ＴＥＬ(078) 9 0 4 - 0 1 8 1

有
馬
に
、
ま
た
１
つ
新
し
い
名
所
が
生
ま
れ

た
。
中
の
坊
有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
東
側
の

敷
地
に
建
造
さ
れ
た
茶
室
棟
「
雅
中
庵
」
で
あ

る
。
昨
年
ｕ
月
妬
日
１
訓
日
の
６
日
間
、
一
般

公
開
に
先
駆
け
て
の
茶
室
披
き
に
早
速
伺
っ
て

み
た
。こ

の
「
雅
中
庵
」
、
も
と
も
と
当
ホ
テ
ル
に

あ
っ
た
、
裏
千
家
ご
先
代
淡
々
斎
お
家
元
命
名

の
茶
室
４
帖
半
席
「
有
喜
庵
」
を
移
し
、
新
た

に
蛎
帖
加
帖
の
書
院
風
茶
室
、
８
帖
・
６
帖
席

・
土
間
席
、
寄
付
８
帖
・
３
帖
、
中
門
、
大
腰

掛
待
合
点
心
席
等
を
配
し
た
床
面
積
約
副
坪
の

大
規
模
な
茶
室
棟
で
あ
る
。
書
院
風
造
り
の
風

雅
な
た
た
ず
ま
い
は
、
都
会
の
喧
燥
を
忘
れ
さ

せ
て
く
れ
る
。

ま
ず
点
心
席
を
拝
見
。
丹
波
の
風
景
を
展
望

で
き
る
よ
う
に
、
総
ガ
ラ
ス
張
の
近
代
的
な
設

計
が
、
天
井
に
古
式
を
塗
っ
た
松
丸
太
を
組
み

土
間
を
赤
土
の
た
た
き
仕
上
に
し
た
田
舎
造
り

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
見
事
に
調
和
し
て
い

た
。
こ
こ
で
味
わ
え
る
茶
箱
弁
当
は
、
目
と
舌

双
方
で
楽
し
め
る
上
品
さ
。
次
に
手
入
の
行
き

届
い
た
中
庭
を
通
り
抜
け
て
８
帖
席
の
広
間
で

真
心
こ
も
っ
た
一
服
を
。
釜
か
ら
立
ち
の
ぼ
る

湯
の
煙
が
ホ
ッ
と
気
持
ち
を
暖
め
て
く
れ
る
。
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饗

欽山は典雅な
日本風の館です

国際淫光旅館

簿敏山

土塀に囲まれた落ち着いたたたずまい中庭

湯
け
む
り
見
聞
録

名
泉
で
肌
を
磨
き

茶
道
で
感
性
を
磨
く

中
の
坊
有
馬
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

茶
裏
「
雅
中
庵
」

雅ただようくつろぎの館

‘季･鍵端多迄
ＴＥＬ(078)904-0781

敷地内から浦きでる
日本簸古の昌呆･有脇温泉”

阪急ホテルチェーン

有馬' 三三ユーホデル
ＴＥＬ(078)904-2295㈹

●
温泉と演芸と遊技場

宿馬ﾍ ﾉ L ズセン乎一
ＴＥＬ(078)904-2291

結婚式場を完備しています

鐙伝統と繕式を誇‘
涛漁
I 司陽間
景勝高台の近代旅館
ＴＥＬ(078)904-0501㈹ ＴＥＬ(078)904-0701㈹

ｂ
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堀騨競漉邑． . , 輸

有喜庵（4 . 5 帖席〕

霞羅 議繍総繍

茶箱弁当は5 , 0 0 0 円（お抹茶お菓子付）

鍵蕊鎮蟻籍騨識蕊鍵蕊難窯鍵鱗議嬢

TEL(078)904-0675
T E L E X 5 6 2 7 - 1 1 5ＴＥＬ(078)904-3656

駕
篭
蹄
瞬
・
Ｌ
句

■笠埜

；
恩
農

闘
…
…
噌
脚
龍
串
；

ＴＥＬ(078)904-0622131

唖
虹
引
曲

そ
し
て
、
有
喜
庵
へ
・
こ
こ
は
、
亭
主
と
客
が

膝
を
交
え
て
．
座
建
立
」
と
い
う
こ
と
が
強

調
さ
れ
た
席
で
草
庵
風
の
茶
室
。
足
を
踏
み
入

れ
た
途
端
、
体
全
体
に
緊
張
感
が
生
ま
れ
る
。

ハ
イ
ペ
ー
ス
で
ま
わ
っ
た
が
、
２
時
間
は
十

分
に
か
か
っ
た
。
ゆ
っ
く
り
味
わ
え
ば
一
日
中

楽
し
め
る
、
味
わ
い
深
い
名
所
で
あ
る
。

蒋
倒
刊
畢

動
唾
辞
』

辞

震識3.;み＆

ｉ：．‘. ’‘
穐騒露鱒懲a 鰯謹

…毎埋噸遅舞亜幾; 器奉云~ ーn . 習群弓弼再田･ ﾍ 手ｺ 頃一理峰…翌j 唖…罰一転⑪、ｰ …･ ~ . 』＝

課& 鐸！。．…1 . 看一築窯鴬ゴー. ~ ‐雲雲_ 霊…隠漫…露鍋

雅中庵でくつろぎのひとときを…

蕊蕊＃
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ＴＥＬ(078)904-0731爽楽

広々とした1 6 帖の広間席

テニスでいい汗
い喰湯にとっぷり
味に集う

有馬の歴史を語り続ける｢ いで湯の宿」

”

「雅中庵」ご案内
丹波の四季の彩りを眺めながら、お茶会
・お茶事はもちろん、セミナー・展示会
・パーティ等幅広く利用できる。

●点茶（おうす。お菓子）8 0 0 円
立札席で香煎茶、お座敷でお抹茶とお菓
子。（営）ＡＭ１０：００～ＰＭ４：００
●点心5 , 0 0 0 円
点心席で茶箱弁当、お座敷でお抹茶とお
菓子。（営）ＡＭ１１：３０～ＰＭ２：３０
●お茶事1 5 , 0 0 0 円（税・サ別）
ご予約ください。
詳細はホテル雅中庵担当係迄砺塁弔竜唖唾壁エ珪鋲諏蝿覇

自然の恵みを
湯けむりに伝える

陵楓閣別館
ＴＥＬ(078)翠-1024

*透りの耐憩勘所満
TEL(078)904-0551

政府登録国際奴光旅館

古家劇
国際観光旅館別館楽山

静寂さにつつまれた銀水荘 くつろぎの宿
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／

帆
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ヤ
ガ
ヤ
ノ

＆
気
ま
ま
に
い
い
夜
…
‐

い
も
の
に
目
が
な
い
の
が
女
山
．
（
重
わ
り
壁
見
渡
し
て
）
素
敵
い

剛

美
味
し
い
も
の
に
目
が
な
い
の
が
女

性
。
そ
の
う
え
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て

頑
張
っ
て
い
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
レ
デ
ィ

と
く
れ
ば
、
美
味
し
い
だ
け
で
は
満
足

し
な
い
…
。

ア
パ
レ
ル
メ
ー
カ
ー
「
オ
ー
ル
ス
タ

イ
ル
」
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
井
上
真
由
美

さ
ん
が
仕
事
仲
間
と
一
緒
に
美
味
し

く
、
気
軽
で
、
お
酒
落
な
夜
を
愉
し
も

う
と
ア
フ
タ
ー
５
に
Ｔ
Ｅ
Ｉ
・
Ｔ
Ｅ
南

店
を
訪
れ
た
。

一
同
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
／
、

繁蕊騨埋閏蕊鯛

､ﾉチ

柿
花
グ
レ
ー
の
基
調
に
ピ
ン
ク
を
入

れ
た
り
、
む
き
だ
し
の
パ
イ
プ
を
お
い

た
り
し
て
、
少
し
だ
け
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
い
る
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

ね
。横

山
女
同
士
、
ワ
イ
ワ
イ
、
ガ
ャ
ガ

ヤ
が
ピ
ッ
タ
リ
ノ
．

山
口
「
な
に
か
食
べ
に
い
こ
う
か
」

に
な
る
と
、
あ
れ
こ
れ
悩
ん
だ
末
、
結

局
、
居
酒
屋
に
な
っ
て
た
か
ら
、
こ
う

い
う
店
は
す
ご
く
嬉
し
い
。

柿
花
「
食
べ
に
い
く
」
時
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
は
、
値
段
・
量
・
味
・
雰
囲

気
ｌ
こ
の
４
つ
な
ん
だ
け
ど
、
値
段

と
量
を
と
っ
て
居
酒
屋
へ
趣
味
と
雰

囲
気
で
、
日
本
料
理
・
フ
ラ
ン
ス
料
理

を
選
ん
で
し
ま
う
。

山
口
一
度
、
そ
の
間
を
狙
っ
て
イ
タ

リ
ア
料
理
を
食
べ
に
行
っ
た
ん
だ
け

ど
、
ガ
ッ
カ
リ
。
ど
う
も
中
途
半
端
。

柿
花
中
華
料
理
も
、
〃
安
く
て
、
多

い
〃
大
衆
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
け
ど
、
こ

こ
は
少
し
違
う
ね
。

井
上
気
軽
な
お
栖
落
さ
が
楽
し
め
る

上
、
１
デ
ィ
ッ
シ
ュ
が
５
０
０
円
か
ら

柿花有美子さん

露

横山博子さん

山
口
（
ま
わ
り
を
見
渡
し
て
）
素
敵

な
所
ね
。
三
宮
。
セ
ン
タ
ー
街
の
モ
リ

タ
（
靴
屋
）
北
側
に
あ
る
か
ら
、
前
を

通
っ
た
こ
と
は
何
度
か
あ
る
ん
だ
け
れ

ど
、
入
り
に
く
く
て
…
。

横
山
私
も
そ
う
。
そ
れ
に
、
自
転
車

屋
さ
ん
の
上
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
い
か

に
も
、
隠
れ
家
風
の
ト
レ
ン
デ
ィ
な
店

の
よ
う
な
気
が
し
て
、
つ
い
「
今
度
に

し
よ
う
…
」
な
ん
て
パ
ス
し
て
た
。

井
上
ト
ァ
ロ
ー
ド
の
Ｔ
Ｅ
Ｉ
・
Ｔ
Ｅ

の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
ら
じ
ゃ
な
い
。

あ
そ
こ
は
、
グ
レ
ー
ド
が
高
い
も
の

ね
。
特
に
イ
ン
テ
リ
ア
に
凝
っ
て
い
る

訳
で
も
な
い
の
に
、
上
品
で
落
ち
着
け

る
空
間
だ
も
の
。

柿
花
で
き
れ
ば
、
女
友
達
と
は
ご
遠

慮
し
て
…

横
山
や
は
り
、
彼
と
ふ
た
り
で
…
が

い
い
で
す
ね
。

一
同
（
笑
）

山
口
そ
の
点
、
こ
こ
は
〃
遊
び
心
″

が
プ
ラ
ス
さ
れ
て
る
み
た
い
。

井
上
そ
う
ね
、
ト
ア
ロ
ー
ド
に
比
べ

て
、
グ
レ
ー
ド
の
質
は
同
じ
な
の
に
部

分
的
に
ち
ょ
っ
と
余
裕
を
も
た
せ
て
る

感
じ
。
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井上真由美さん

霞
§
》胤蕊鍵

毒．鱈！

；

で
、
一
番
高
い
「
鯛
の
刺
身
」
が
２
，

０
０
０
円
と
、
値
段
も
安
い
。

山
口
あ
っ
、
今
食
べ
て
る
こ
れ
か
な

あ
。井

上
そ
う
。

横
山
え
っ
。
こ
の
コ
ー
ス
高
い
ん
じ

ゃ
あ
な
い
の
…
。

井
上
大
丈
夫
、
ひ
と
り
３
，
０
０
０

円
で
頼
ん
だ
の
よ
・
こ
こ
は
フ
ル
コ
ー

ス
は
な
く
て
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
似
て
る

ん
だ
け
ど
、
そ
の
場
に
よ
っ
て
内
容
が

変
わ
る
フ
ル
セ
ッ
ト
式
を
と
っ
て
る
ん

だ
っ
て
。

山
口
フ
ル
セ
ッ
ト
？

山口恵美子さん

：

溌蝿謬錨鑑識蟻鯉鋪鱗.群ｆ

ｆｊ灘
::鷺』 霞

井
上
同
じ
３
，
０
０
０
円
で
も
、
２

人
と
４
人
な
ら
料
理
が
違
う
の
。

柿
花
つ
ま
り
、
人
数
が
多
い
程
、
ト

ク
っ
て
こ
と
。

横
山
だ
か
ら
、
３
，
０
０
０
円
で
鯛

の
お
刺
身
が
つ
く
の
ね
。
こ
れ
、
本
当

に
美
味
し
い
わ
。
気
に
入
っ
ち
ゃ
っ
た
。

井
上
そ
れ
に
、
こ
こ
は
お
昼
も
オ
ス

ス
メ
す
る
わ
。
一
品
に
ス
ー
プ
と
ご
飯

が
つ
い
た
ラ
ン
チ
が
６
０
０
円
、
８
０

０
円
、
１
０
０
０
円
の
３
タ
イ
プ
が

あ
っ
て
別
種
類
も
揃
っ
て
る
の
。

柿
花
じ
ゃ
あ
、
ふ
た
り
ぐ
ら
い
で
気

軽
に
ラ
ン
チ
を
楽
し
む
の
も
い
い
し
、

匂

カジュアルなディナー・トーク

ひ
か
え
た
広
東
料
理
だ
か
ら
あ
っ
さ
り

し
て
、
い
く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
る
わ
。

山
口
こ
こ
な
ら
、
「
ど
こ
へ
い
こ
う

か
？
」
と
い
う
時
に
、
自
信
を
も
っ
て

オ
ス
ス
メ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

井
上
次
は
会
社
の
打
上
げ
に
使
い
ま

し
ょ
う
。

横
山
鯛
の
お
刺
身
つ
き
で
ね
。

一
同
（
笑
）

鞠ｆｊｕ．、

驚評瀞

i鍵

大
勢
で
、
い
ろ
ん
な
種
類
を
食
べ
る
こ

と
も
出
来
る
ん
だ
ね
。

井
上
え
え
、
グ
ル
ー
プ
で
行
く
な

ら
、
３
，
０
０
０
円
、
２
，
０
０
０
円

の
値
段
で
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
く
れ
る

か
ら
パ
ー
テ
ィ
も
開
け
る
の
よ
・
こ
れ

は
、
予
約
を
入
れ
て
ね
。

横
山
と
び
き
り
美
味
し
い
も
の
を
少

し
ず
つ
、
た
く
さ
ん
食
べ
れ
る
ス
タ
イ

ル
が
い
い
ね
。
こ
こ
の
料
理
は
、
油
を

１
１３３
１

畷
Ｊ
§

雨唾産■刑．

霞！
醗手型

露

遥

尊』

蕊蕊
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蕊

Ｋ
Ｏ
神
戸
を
福
祉
の
街
に

ア
ジ
ア
に
義
肢
装
具
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を

〈
側
〉 ３

ヨ

フ
ェ
ス
ピ
ッ
ク
神
戸
大
会
が
終
っ
た
後
の
昨
年
十
一
月

十
二
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
六
日
間
、
神
戸
国
際
会
議
場

と
国
際
展
示
場
に
お
い
て
第
６
回
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
（
国
際
義
肢

装
具
連
盟
）
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
ち
ら
は
フ
ェ

ス
ピ
ッ
ク
ほ
ど
の
華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
い
が
、
世

界
の
障
害
者
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
は
大
変
意
義
の
あ
る

も
の
だ
っ
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
は
世
界
の
義
肢
装
具
お
よ
び
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
工
学
に
関
す
る
国
際
的
な
団
体
で
、
髄
力
国
に
約

一
八
五
○
名
の
会
員
（
義
肢
装
具
士
・
医
師
。
セ
ラ
ピ
ス

ト
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
エ
学
関
係
者
等
）
が
い
る
。

目
的
は
、
各
分
野
の
専
門
家
が
協
力
し
あ
っ
て
世
界
に

お
け
る
義
肢
装
具
の
研
究
、
開
発
、
専
門
職
の
教
育
な
ど

を
行
な
う
こ
と
に
あ
り
、
世
界
会
議
は
３
年
毎
に
開
か
れ

て
い
る
。
一
九
七
四
年
に
ス
イ
ス
の
モ
ン
ト
ル
ー
で
第
１

回
世
界
会
議
が
開
か
れ
、
今
回
の
開
催
は
ア
ジ
ア
で
は
初

め
て
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
こ
の
分
野
で
の
日
本
の
評
価
は

高
く
、
ま
た
今
後
の
役
割
に
対
す
る
期
待
も
大
き
い
も
の

が
あ
っ
た
。

今
大
会
に
は
世
界
の
妃
力
国
か
ら
、
約
一
六
○
○
人
（
海

外
か
ら
五
○
○
人
、
国
内
一
一
○
○
人
）
が
参
加
し
、
常

陸
宮
殿
下
ご
夫
妻
を
招
い
て
の
開
会
式
の
あ
と
、
リ
ハ
ビ

リ
機
器
や
義
肢
に
関
す
る
最
新
の
技
術
、
障
害
者
に
対
す

る
治
療
や
訓
練
な
ど
に
関
す
る
数
多
く
の
研
究
報
告
が
五

日
間
に
わ
た
っ
て
熱
心
に
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
会
議
の
期
間
中
、
私
も
展
示
場
に
足
を
運
ん
で
み

た
。
革
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
使
っ
た
日
本
の
昔
の
義
肢
の

な
か
に
、
鹿
児
島
県
の
旧
家
の
お
墓
の
中
か
ら
見
つ
か
っ

た
江
戸
時
代
の
日
本
最
古
と
思
わ
れ
る
銅
製
の
義
足
な
ど

も
展
示
さ
れ
て
い
た
。
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
義
肢
は
竹

や
木
で
作
ら
れ
た
も
の
が
多
い
一
方
で
、
先
進
諸
国
で
は

最
先
端
の
ハ
イ
テ
ク
技
術
を
使
っ
た
驚
く
程
素
晴
ら
し
い

義
足
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
㈱
神
戸
製
鋼
所
と
兵

庫
県
社
会
福
祉
事
業
団
が
皿
年
の
歳
月
を
か
け
て
共
同
開

発
し
た
〃
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
義
足
〃
は
義
足
下
腿
部
に

内
蔵
し
た
マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
制
御
し
て
、
大

腿
切
断
者
の
歩
行
速
度
に
応
じ
て
下
腿
部
の
振
れ
が
変
化

す
る
よ
う
設
計
さ
れ
て
お
り
、
使
用
者
の
歩
く
ス
ピ
ー
ド

に
合
わ
せ
て
歩
行
速
度
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
に
工

夫
さ
れ
て
い
る
。

〃
ハ
イ
テ
ク
義
足
″
を
左
足
に
使
用
し
て
い
る
ア
メ
リ

カ
人
の
男
性
グ
レ
ッ
グ
・
マ
ー
ー
ノ
さ
ん
（
”
）
は
、
年
前
に

事
故
で
左
足
を
失
っ
た
が
、
「
こ
の
義
足
の
お
か
げ
で
ス

キ
ー
、
テ
ニ
ス
、
ゴ
ル
フ
、
水
泳
な
ど
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー

常陸宮殿下ご夫妻を招
いて開かれた開会式 Ｆ

Ⅱ
Ｋ
Ⅱ
〜
Ⅱ

橋
本
明

く
嘩
浬
雌
評
蓉
雑
誌
識
〉

134
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i謹識

１
１３５
１

一

削蝿

灘霞

左上／分科会での熱心なディスカッション
左下／アジア・アフリカ諸国の義足の展示コーナー
上／津村誠志ＩＳＰＯ副会長
右／ハイテク義足で歩いてみせるマニノさん

卜錘議量

爵 》
蕊
蕊
州
籍
露

; 識癖蕊蕊識溌

シ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
笑
っ
て
会
場
内
を
歩
い
た

り
、
走
っ
た
り
し
て
見
せ
て
く
れ
た
。

さ
て
、
今
回
の
世
界
会
議
を
神
戸
に
も
っ
て
き
た
Ｉ
Ｓ

Ｐ
Ｏ
副
会
長
で
、
兵
庫
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
長
の
津

村
誠
志
さ
ん
（
卵
）
に
今
後
の
抱
負
を
聞
い
た
。

「
こ
の
組
織
が
で
き
た
加
年
程
前
に
東
南
ア
ジ
ア
を
回
っ

た
時
、
ア
ジ
ア
の
障
害
を
も
っ
た
人
た
ち
の
み
じ
め
な
姿

を
見
て
何
と
か
し
な
け
れ
ば
、
と
思
い
続
け
て
き
ま
し
た
。

東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
に
は
ま
だ
義
肢
装
具
な
ど
に
関
す

る
専
門
職
の
教
育
が
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
外
貨
が
少
な

い
か
ら
な
か
な
か
義
肢
を
買
え
な
い
ん
で
す
。

私
の
夢
は
ア
ジ
ア
に
義
肢
装
具
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
っ
て

Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
か
ら
専
門
家
を
送
り
、
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
専

門
教
育
を
す
る
こ
と
で
す
。
今
、
日
本
に
東
南
ア
ジ
ア
の

人
を
呼
ん
で
教
え
て
い
ま
す
が
四
カ
月
ぐ
ら
い
で
は
ダ
メ

で
す
ね
。
少
な
く
と
も
三
’
四
年
は
教
育
期
間
が
必
要
で

す
。
そ
れ
と
日
本
で
や
る
と
ま
ず
日
本
語
を
お
ぼ
え
な
く

て
は
な
ら
な
い
か
ら
そ
れ
だ
け
で
も
大
変
な
ん
で
す
ね
。

今
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ッ
ク
に
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
計
画

で
、
こ
の
三
年
ぐ
ら
い
の
間
に
目
処
を
立
て
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
釦
億
円
ぐ
ら
い
か
か
り
ま
す
が
、
厚
生
省
に

出
し
て
も
ら
っ
て
、
こ
の
計
画
を
こ
れ
か
ら
の
私
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
に
す
る
つ
も
り
で
す
。
」

こ
の
分
野
で
も
日
本
の
技
術
は
欧
米
と
肩
を
並
べ
、
よ

り
進
ん
で
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
技
術
や
経
験
を
ア
ジ

ア
の
病
人
や
障
害
者
の
た
め
に
ど
う
役
立
て
て
い
く
か
は

国
際
化
時
代
の
な
か
の
日
本
の
大
き
な
課
題
で
も
あ
る
。

今
回
神
戸
で
開
か
れ
た
世
界
会
議
で
日
本
へ
の
期
待
は

よ
り
一
層
高
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
海
外
か
ら
の
熱
い
ま

な
ざ
し
に
応
え
る
た
め
に
も
ア
ジ
ア
に
ぜ
ひ
と
も
セ
ン
タ

ー
の
設
立
を
早
期
に
実
現
さ
せ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
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新
し
い
ド
ラ
マ
の
生
ま
れ
るチョコのプーさん

近
づ
く
〃
し
る
し
″
を
贈
り
た

予
感
が
し
ま
す
。

エ
レ
ガ
ン
ト
に
、
も
う
一
歩

▼
一
ド
ン
ク

☆
ユ
ー
ハ
イ
ム

石
を
贈
り
ま
し
ょ
う
。

に
も
ひ
そ
ん
で
い
る
素
敵
な
宝

い
◎モ

ン
ド
の
よ
う
に
輝
く
。
チ
ヨ

136

コ
レ
ー
ト
に
託
し
て
、
誰
の
心

職詳議
た歩る私の ﾊ ート

恋
す
る
女
性
の
心
は
ダ
イ
ヤ 私のハートチョコのプーさん

蕊
エリーゼ￥1 , 1 0 0エリーゼ￥1 , 1 0 0

ロ
マ
モ
ロ
ゾ
フ

女
性
た
ち
の
美
し
い
夢
を
か

た
ち
に
変
え
る
為
に
八
星
Ｖ
、

八
太
陽
Ｖ
、
八
空
Ｖ
、
八
海
Ｖ
塔

八
大
地
Ｖ
、
八
テ
ル
ニ
Ｖ
の
６

つ
の
イ
メ
ー
ジ
に
ま
と
め
た
愛

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
。

騨
一

▼
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

一
粒
、
一
粒
を
自
ら
ブ
レ
ン

ド
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
。
新
製
品
の
〃
ク
ラ
シ
カ
″

は
、
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
ブ
ラ
ン
デ

ー
、
ク
ワ
ン
ト
ロ
等
の
洋
酒
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
。
大
人
の
味
を
ど
う
ぞ
。

港糾＃息診｡ : 蕊= 城舞灘蕊鰯
諏司１９＃”: 源綴蕊胤今２

謹鶴謹蕊
ぎ
″
と
〃
シ
ノ
ン
〃
は
抹
茶
ト

リ
ュ
フ
を
雅
な
心
で
包
み
ま
し

た
。
ス
ウ
ィ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
お
祈
り
す
る
ブ

ー
ケ
で
す
。

▽
神
戸
ベ
ル

ま
・
さ
・
に
ハ
ー
ト
。
思
い

き
っ
て
「
あ
な
た
が
大
好
き
」
。

ち
ょ
っ
と
小
粋
に
「
Ｌ
Ｏ
ｖ
ｅ

ｍ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
」
。
あ
な

た
の
愛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
チ
ョ

コ
の
ハ
ー
ト
に
…
。

、
す
ぐ
捧
毎
国
璽
弓
胃
圏
国

○
国
。
缶
富
捧
隠
●
の
己
邑

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ

神戸百店会だより
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目
ｚ
国
①
閃
冒
捧
目
①
Ｚ

れ
る
か
楽
し
み
で
あ
る
。

錨へ魚

蕊
ハ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

嗣
館
４
Ｆ
、
テ
ラ
ス
レ
ス
ト
ラ

「
レ
ヴ
ァ
ン
テ
」
で
は
、
２
月

具
朝
）
か
ら
哩
日
（
水
）
ま
で
神

ア
で
過

イ
ン
デ

（
お
２
人
様
、
￥
２
２
，
０
０
０

料
理
、
飲
み
も
の
、
サ
ー
ビ
ス
料

税
金
共
）
。
又
、
ド
メ
ー
ヌ
・
ジ

ャ
ン
ド
ン
ー
ボ
ト
ル
、
初
恋
の
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
、
キ
ー
ノ
ｉ
ッ
（
南

館
３
Ｆ
の
デ
ィ
ス
『
早
の
カ
パ
ー

チ
爺
－
ジ
無
料
蕊
が
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
ま
す
。

２
月
“
日
（
水
）
ま
で
本
館
２
Ｆ

の
フ
ー
‐
ド
プ
テ
ィ
ッ
ク
で
は
、
バ

レ
ン
タ
ィ
ン
・
チ
団
コ
レ
ー
ト
を

販
売
。
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
ト
リ
ニ

フ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
上
品
な
味
わ

い
。
大
切
な
人
へ
の
遡
り
も
の
に

ｌ
心
に
残
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
を
。

＠
ジ
ャ
ン
・
ム
ー
ラ
ン
が
移
転

木
椎
的
な
フ
ラ
ン
ス
料
理
が
堪

能
で
き
る
ジ
ャ
ン
・
ム
ー
ラ
ン
が

３
月
に
移
振
し
ま
す
。

新
住
所
・
中
央
区
北
野
町
２
丁
目

頚
：
８
宮
蛾
１
４
１
８
８

，
！
・
卜

蕊
蕊

⑨北野カフェドゴンチャロフよ
りデドリンクチケット. , を
東西に街が広がるＫＯＢＥの
美しい最色が楽しめる北野カフ
ェドゴンチャロブ。絶好のロケ
ーシロンに、つい時がたつのを
忘れてしまう。読者ペア５組織
に、お好きなドリンクを飲んで
いただくチケットをプレゼント
します。

ＥＥＯＰＬＥ＜7 6 ＞

●‘‘愛想の良さ，' が自慢です
久保田茂雄さん

＜北野カフェドゴンチャロフ店長＞

以前、勤務していたサンプラザ店とは
全然雰囲気の違う北野店｡ ' 8 9 年７月2 0 ,
に北野観光案内所の２階にオープンした
ばかり。「気楽に入れて、そのうえ最高
の: 景色の見える、北野一・番の店にしたい
ですね」と語る。居心地のいい店なので
常連が増加中とのこと。「沖縄に支店が
できたら一番に行きたい」と語る久保田
さんは海が大好きなナチュラリスト。

P R E S E N T
CＯＲＮＥＲ

？
応
募
方
法
◎
葉
書
に
住
所
、
氏
名
、
冠
話
播
号
、
希

望
す
る
商
品
名
を
塊
記
の
上
、
神
戸
市
中
央
区
東
町

、
１
１
大
神
ピ
ル
９
Ｆ
『
月
刊
神
戸
っ
子
」
神
戸
百

店
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま
で
ご
応
募
下
さ
い
．
２
月
末

日
消
印
ま
で
有
効
で
す
。
当
選
者
に
は
神
戸
弓
子
か

ら
当
選
葉
書
を
発
送
、
葉
書
を
持
っ
て
神
戸
っ
子
ま

で
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
り
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
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